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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
開設2年目の3ユニットのホームです。代表取締役は、高齢者が増加する中で、地域のために地域に根差した介護
を担えるような小規模の施設を展開しています。理念は「利用者様一人ひとりが新たな“Happy“に出逢えるようお手
伝いしてまいります」を掲げており、ホームに入居することで制約されることなく、一人ひとりが大切にされるケアを
目指しています。ケアの方針に則って、食事は「おいしく、楽しく、食べたいものを食べる」を掲げ、利用者の希望を
取り入れて、3食ともホームで一緒につくっています。また、「就寝、起床時間は、一人ひとりの生活ペースを守れる
ように」や「清潔な環境・言葉をきれいに」などと職員は、ケアの方針を具現化するために、各ユニットで目標を掲
げ、前向きに取り組んでいます。「利用者の笑顔が喜び」と職員は話し、利用者一人ひとりの希望がかなえられるよ
うに、24時間シートで1日の生活を把握しています。できる力を引きだし、利用者の希望に沿ったきめ細やかな対応
を心がけています。運営推進会議を通じての地域との繋がりも広がり、看取り支援にも取り組んでいます。

基本情報リンク先

大阪市都島区友渕町3-8-14所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2795200092-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 自己評価及び外部評価結果

2795200092

法人名 有限会社なでしこ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 理念を実現させるためにケア方針を作成している。事業所2年目を迎えようとしている中で、ケ
ア方針があるだけでなくその一つの項目に着目して一年を通し見直しを行っている。また、今
年から見直すだけでなく選んだ項目についての目標をユニットリーダーが中心となり各ユニット
で目標をたてて目標を達成出来るように動き始めている。グループホームなでしこの家友渕町事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成 ２９年 １２月 ２５日 平成 ３０年 ２月 ２０日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日 平成 ３０年 １月 ２２日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

ケア方針の時間について見直し職員

間で協議を行ない入居者様の起床介

助・就寝介助について希望に沿った

個々の対応を実施している。

理念は「利用者様一人ひとりが新たな

“Happy“に出逢えるようお手伝いして

まいります」を掲げています。ホームに

入居することで、今までの生活が制約

されるのではなく、入居したからこそ良

かったと思えるような、幸せだと思える

ようなケアを目指しています。今年は、

各ユニットで理念に沿って「起床、就

寝、希望にそって対応」「元気になる環

境」など、具現化できるよう目標を掲げ

て取り組んでいます。目標は、職員や

利用者、地域の人が見えるところに掲

示しています。また、食事や入浴など

の日常生活について、３５項目の詳細

なケア方針を打ち出しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

隣接の有料老人ホームにて集団体操

や歌の会等に参加している。

地域の夏祭りや餅つき大会にも参加さ

せて頂いた。

近隣のスーパーにて入居者様と一緒

に買い物に出かけている。

町会にも加入させて頂いた。

開設２年目を迎え、町内会にも加入し

ていることから、回覧板で地域の行事

を把握することができ、町内会の人達

とも徐々に繋がりができてきました。日

常的には、近隣スーパーへの買い物

や散歩、地域のお祭りや地蔵盆などの

行事への参加、ホーム前の公園での

運動会を企画するなど、利用者と地域

との繋がりが広がってきました。今後さ

らに地域と交流を図り、「地域の中での

ホームの役割も担っていきたい」と考え

ています。

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

入居の見学や相談に来られた方に

対して認知症症状での相談を受け

付けている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

運営推進会議は、２ヶ月に１回開催し、

議事録を作成している。利用者や家族

からの意見・質問に対して丁寧に説明

を行い参加者からの色々な情報を取り

入れ運営推進議事録は家族に送付し

ている。

運営推進会議は、開催規程に沿って２

ヶ月に１回、年６回開催しています。

構成メンバーは、利用者、利用者家

族、地域住民の代表、地域包括支援

センター職員、介護サービスの知見者

等とホーム職員です。毎回ホームより

運営の状況、行事や特別な取り組み

状況等を報告し、評価や助言を得て運

営に活かしています。詳細な議事録を

作成し、家族にも送付しています。ホー

ムは間もなく開設２年になりますが、町

内会に加入したことも相まって、会議で

地域の情報がたくさん入るようになりま

した。管理者は、利用者が喜ぶ地域の

行事にも参加できるようになり、運営推

進会議を通して、地域との連携に手ご

たえを感じています。課題は家族の参

加が少ないことで、ホームとしては今

後更に工夫していく考えです。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

地域包括支援センター職員とは、運営

推進会議において報告・相談をしてい

る。転倒での骨折や医療機関で縫合

などの処置をした場合は即報告をして

います。

地域包括支援センターの職員が、運営

推進会議や区内のグループホーム連

絡会に参加しており、その都度相談

し、協力関係を築くようにしています。

生活保護受給者の相談事は、区役所

の担当者にしています。事故発生の際

は、その都度、市に文書で報告をして

います。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

入居者様が希望された際に外出支援

行っている。こちらからも積極的に外出

して頂けるように声かけを行い、入居

者様が欲しい物を近所で買い物をした

りしている。入居者様が外出支援でき

るように取り組んでいる。

管理者は身体拘束をしないケアの大

切さを十分に理解し、日頃から職員の

指導をしています。詳細なマニュアル

を策定し、職員は法人主催の定期的な

研修に参加しています。ホーム内でも

毎月話し合いの機会があります。閉塞

感のない支援のために、各ユニットの

玄関は手動にし、エレベーターも自由

に使えるようにしています。ホーム１階

の総合玄関は、安全面を考えて施錠し

ている状況です。外出したそうな利用

者については、付き添うなど安全に配

慮し、自由な暮らしを支援するよう努め

ています。

自分の意思で開けることができない玄関

の施錠も、身体拘束になることを職員間

で話し合い、家族の理解も得ながら、鍵

をかけずに安全に過ごせる工夫を重ね

ていくことが求められます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

定期的に職員に聞き取りを行い虐待

に至る前に指導している。

年１回の研修、月１回の委員会で話し

あっている。

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

現場職員向けの権利擁護研修を実施

している。

研修に合わせて権利擁護マニュアル

を作成している。

研修内容について話しあい、実践でき

るよう支援している。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

見学時や契約前に質問されたことにつ

いては、説明をしている。

契約時に再度説明し納得した上で契

約を交わしている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

家族様より面会カードを記入するスペ

ースが欲しい要望あり。整理し記入す

るスペースを確保する。

年１回のアンケートを事務所前に意見

箱を設置している。

管理者は、利用者や家族の意見、要

望を活かしてホームの運営やサービス

の質の確保、向上を図りたい考えで

す。利用者の生活習慣や希望は、２４

時間シートで把握しながら日常の支援

に繋げています。毎日の献立は、利用

者の要望を聞いて決めているため、毎

食、各ユニットの献立は違っています。

また管理者・職員は、家族が来訪の折

に、職員が利用者の暮らしぶりを報告

しながら要望や意見を直接聞くことを

大切にしており、支援に繋げていま

す。

ホームでは、年１回、具体的な内容で

家族アンケートを実施し、集約して職

員会議で話し合い、運営やサービスの

向上に繋げています。家族から指摘の

あった事項や要望については、詳細な

記述で家族に返答し、理解を得るよう

取り組んでいます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

運営に関する職員の意見については、

月１回のユニットミーティングにて話し

合いをしてから全体会議にて各ユニッ

トの話し合った結果をもとに調整して実

施している。

管理者は、毎月開催の各ユニット会

議、全体会議、リーダー会議等を通じ

て職員の意見や提案を確認して、ホー

ムの運営やサービスの向上に努めて

います。各会議とも前向きな内容で、

自由で活発な話し合いが行われてい

ます。職員の提案により、服薬のマニ

ュアルが策定され活用したり、事故時

の家族への報告は立ち会った職員が

行うことに変更する等たくさんの事例

が有ります。管理者は、年２回の定期

的な面接の他、職員からの要望が有

れば、時間を都合し、相談にのり、話し

合いをしています。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

年２回の人事考課の際に事業所として

の評価を個別に面談し提示し、評価項

目や足りないものを助言している。将

来的なキャリアプランについても聞き

取り本人の目指す方向性を把握する

よう努める。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

新人職員について新たに書式を作り、

１ヶ月単位で面談を行い、出来ている

事や出来ていないことを把握し１ヶ月

後の目標を定めている。

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

グループホーム管理者同士の交流会

を２ヶ月に１回程度実施している。

地域包括支援センター主催の研修に

参加している。

都島区市役連絡会を発足加入もして

いる。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

インテーク時に計画作成担当者が本

人の要望を聞き取りケアプランとして

職員に伝え入居時点で本人の要望が

職員に伝わっていることで、安心しても

らえるよう努める。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

見学時やインテーク時に主訴を聞き取

り、どのように対応するかを説明するこ

とで、安心してもらえるよう努めてい

る。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

見学時点で入居の必要がないと判断

した利用者様に関しては、地域包括支

援センターの存在や必要に応じて、近

隣のケアプランセンターを紹介してい

る。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

野菜の皮むきや混ぜる作業、テーブル

やランチ用マットの拭き掃除など本人

の状態に応じた作業を提案している。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

家族が面会しやすいように最近の本人

状況を面会時に職員から伝えるように

している。

居室担当者が入居者様ごとにアルバ

ムを作成している。家族様が面会時に

それを渡し、会話しやすいように配慮し

ている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

定期的に入居者様が行きたい場所の

要望を聞き取り、なじみのある場所に

行くようにしている。

近隣スーパーへの買物や墓参り、美

容院の利用など家族の協力も得なが

ら、馴染みの人や場との繋がりが継続

できるよう取り組んでいます。家族と利

用者との良い関係が継続するよう、家

族の来訪時には担当職員が積極的に

話しかけています。なじみの人との繋

がりを大切にするために、入居前に付

き合いのあった友人へ電話を入れ、面

会に来てもらうなどの支援もしていま

す。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

日中に合唱やレクをしたりして、入居

者同士が交流できるように積極的に実

施している。

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

サービスが終了した方に対しても、連

絡があれば、相談助言を行っている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

24 時間シートを使用してその方の行動

とその行動に対する思いを把握してい

きやすい。居室担当者が希望を聞き取

り入居者の意向に沿った生活ができる

ようにしている。

入居時より、利用者や家族の思い、暮

らしの希望を聴取し整理しています。

一人ひとりの１日の生活パターンを把

握し、時間の流れにそって、入居者の

希望や思いを記したシートを作成し、

支援をしています。シートには、好きな

テレビの番組や趣味、何をして過ごし

たいかが記されており、それを確認し

ながらケアを提供し、月ごとにまとめて

情報を整理しています。庭、居室の掃

除を担当している利用者や食事の担

当など、役割を持ち、生活しています。

人の役に立ちたいという、利用者の希

望を実現する環境づくりができていま

す。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

インテーク時に聞き取った情報を、フェ

イスシートや 24 時間シートに記載し、

その方の生活様式と想いの把握に努

めている。入居者の趣味などを聞き取

りできるように配慮している。家族が面

会時に生活歴の情報を聞き取りしてい

る。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

１カ月ごとに２４時間シートを更新する

ことで、現在の状態を知ることが出来

ている。毎日の様子を記録に残し情報

を共有するよう努めている。

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

家族や主治医とは顔を合わせるときに

現状報告と希望の聞き取りを行い、職

員間の情報共有については、月に１度

ユニットミーティングを開催している。

家族や本人の意向をユニットミーティン

グでも協議し介護計画に反映してい

る。

居室担当者が、利用者、家族の思いな

どの情報を整理したうえで、２４時間シ

ートを作成しています。２４時間シート

には、一人ひとりの個別の希望や生活

習慣が記されており、それに沿った支

援が行われています。また、毎月その

経過をまとめて、介護計画を作成して

います。月１回のユニット会議で話し合

いを行い、職員間で情報共有し、変化

があった場合には、都度、見直しをし

ています。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

入居者様ごとに居室担当者を決めて、

24 時間シートの更新を行っている。更

新する中での気づきを含めて、新たな

シートに組み込み、介護計画にも反映

させている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

まず、自事業所で出来ることを考える

が入居者様の状態をみて他事業所の

方がいい場合は繋げるようにしてい

る。また、同法人の有料老人ホームが

隣接している為協力できることは柔軟

に対応している。

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

地域資源の活用方法として、家族との

関わりを密にする取り組みをしている。

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

契約時に主治医の選定をしてもらい、

主治医の診療が定期的に受けること

が出来るように援助している。

入居者の状態に異変があればすぐに

主治医に連絡し対応している。

協力医療機関より、月２回の内科医の

往診と訪問看護があり、毎週医療のチ

ェックを受ける機会があります。精神科

の医師や歯科医は、月１回の往診とな

っています。受診医療機関は、利用者

や家族の選択で決められ、入居前の

かかりつけ医が入居後も往診している

ケースもあります。通院については、

家族の協力を得ながら進めています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

看護師の訪問時に入居者の情報を伝

えている。

訪問時以外で相談が必要な場合は、

電話連絡している。

訪問看護時に入居者の状況を伝えて

適時に助言を受けて支援している。

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

入居者様が入院した際には、必ずお

見舞いに行くようにしている。その時に

地域医療連携室に立ち寄り、相談員と

面識を持つように努めている。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

インテーク時、契約時、ケアプランの更

新時など、その都度終末期についての

聞き取りを行うように職員、家族に通

知している。

今年度看取り介護を経験しており、そ

の経験を踏まえた上で今後の看取りに

ついて支援していく。

開所後から数名の看取りを支援してい

ます。入居時に「重度化した場合にお

ける対応指針」について説明を行い、

同意を得ています。終末期についての

支援は、「終末期の在り方」を作成し、

どこでどのように最期を迎えたいか、

利用者や家族に聞き取りを行っていま

す。看取りに関する対応マニュアルに

は、状態変化を見つける判断の目安も

記されており、医師の説明や医療機関

との連携を図りながら、進めています。



大阪府 グループホームなでしこの家友渕町(3 階ユニット)

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会16

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

１年１度普通救命講習受講を全職員に

義務つけしている。事業所内に応急手

当普及員を養成し、事業所内で普通救

命講習を受講できる環境を作ること

で、受講率を安定させている。

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

避難訓練を消防署の指導のもと年２回

日中・夜間を想定して１回ずつ実施し

ています。

管理一覧表を作成している。

防災マニュアル（地震・津波・風水害・

火事）や緊急連絡網を作成していま

す。避難訓練は、６月に自主訓練、１２

月に消防署の指導のもと訓練を実施し

ています。利用者それぞれのロッカー

に非常用持ち出し袋（水、食料等）を用

意しています。また、３階廊下の倉庫

にも水・食料等利用者・職員分の備蓄

をしています。防寒用に布団の用意も

あります。非常口はいつでも開けられ

るようになっています。

災害時の非常用食品や備品は準備され

ていますので、備蓄食料品や賞味期限

等がわかるように一覧表にし、管理倉庫

に貼るなどして、点検してはいかがでしょ

うか。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

入居前の生活状況を把握し、どのよう

に声掛けることが、その方を尊重する

事となるのかを、職員それぞれが考え

て行動している。言葉使いや対応に関

しては、職員同士で協議し対応を考え

ている。

プライバシ―、権利擁護について研修

会を行い、できるだけ全員参加できる

ようにしています。特に言葉遣いや声

の掛け方については、入居前の生活

状況を把握したうえで、一人ひとりを尊

重した対応を心がけています。職員の

利用者への関わり方は丁寧で、服が

汚れた時もすぐに対応するなど、誇り

やプライバシーを損なわないような配

慮をしています。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

希望される事柄については、実現に向

けて入居者様と職員が一緒に考えるよ

うにしている。

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

無理強いはせずに本人のペースや気

持ちを大切にして活動を促すようにし

ている。居室にこもりがちな入居者様

に対しては、本氏の希望に沿ったレク

リエーションを提供し参加をうながして

いる。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

女性入居者様には、日常よりお化粧や

ネイルアートを本人の希望に応じて楽

しんで頂いている。月に 1 回訪問理美

容にて希望に応じてカットしたりパーマ

をして頂いたりしている。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

皮むきや食材を混ぜたりできることは、

職員と一緒に食事準備して頂いてい

る。

毎日のメニューは各ユニットでそれぞ

れ利用者の声を聞き相談して決めてい

ます。食材は、前日に利用者と一緒に

買い物に行き、３食共各階別メニュー

で利用者・職員が作っています。調理

の準備（皮をむいたりつぶしたり丸め

たり）等、利用者もできる範囲で一緒に

調理の過程に関わっています。キッチ

ンからおいしそうな匂いがリビングいっ

ぱいに漂い食欲がわきます。大きなテ

ーブルを囲み、職員も一緒にゆっくり

食事を楽しんでいます。嚥下困難な利

用者にはとろみ食を作り、職員が声か

けしながら介助しています。下膳やマッ

ト拭き、テーブル拭きなど利用者もでき

ることは手伝っており、大家族が暮らし

ているような雰囲気になっています。献

立は法人の栄養士に偏りがないか等

アドバイスをもらっています。その他外

食やバーベキュー、公園でお弁当を食

べる等の楽しみがあります。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

１日の食事・水分量を記録に残し、摂

取量の少ない方については、主治医

等に報告しできる限り好きな補食を提

供し安定した摂取ができるように支援

している。水分量確保が困難な入居者

にたいしては、好みの飲み物を提供し

トータル水分量を確保できるように努

めている。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

毎食後に居室での口腔ケアを促してい

る。入れ歯の管理が困難な方について

は入居者様に許可を頂いて職員で預

り管理している。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

本人排泄パターンを意識した排泄ケア

を行っている。介護記録表で何時に排

泄を行ったかが、職員全員にわかるよ

うな書式を使用している。失禁等がな

い場合は、リハビリパンツから布パン

ツに変えるよう支援している。

職員は利用者の排泄リズムを把握し、

記録に残して情報共有し、できるだけト

イレで排泄できるように誘導していま

す。夜間のみポータブルトイレを使用し

ている利用者もいます。可能な限り、リ

ハビリパンツから布パンツ使用へ向け

た支援もしています。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

カスピ海ヨーグルト提供については、

お腹がゆるくなりすぎてしまうので提供

はしていない。夕方にお腹を刺激する

ような体操を取りいれている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

週２回以上の入浴を実施している。曜

日は決めているが行事や体調不良が

あれば変更し対応している。好みの入

浴剤を選んで頂き入浴して頂いてい

る。

利用者は週２～３回入浴しています。

浴室は個浴で明るく、お湯も一人ひと

り入れ替えて清潔です。重度化した利

用者は、隣にある同法人の有料老人

ホームで機械浴の利用も可能です。入

浴を好まない利用者には、タイミングを

みての声かけ、誘導など工夫して気持

ちよく入浴できるようにしています。好

みの入浴剤を選んで入浴してもらう等

お風呂を楽しめる工夫もしています。

入浴時間について、夜に入りたい利用

者の希望をできるだけ優先する等して

います。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

毎日のバイタル測定や本人からの訴

えがあれば、居室で休んでもらうように

援助している。昼夜逆転にならないよ

うに時間やタイミングは配慮している。

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

服薬を間違わないようにその場にいる

職員２名で名前の確認を行い、服薬後

体調に変化が見られれば、速やかに

主治医に報告している。服薬状況が変

わった場合は、口頭伝達で１週間申し

送りしている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

ベランダにて野菜を栽培したりして、育

てた野菜を漬物にして提供したりして

いる。

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

施設前の公園や近隣スーパーには毎

日出かけるようにしている。普段いけ

ないような場所には、行事と言う形で

実現できるように希望を聞きながら行

事の立案を行っている。

日常的に、食材やおやつの買い物に

利用者と一緒にスーパーへ行っていま

す。外出希望者とは、前の公園に散歩

に行っています。初詣、花見、外食、地

域の夏祭り、隣の有料老人ホームでの

歌謡ショー、町会の餅つき大会、今昔

館、大阪歴史博物館、大衆演劇鑑賞

へ行く等、行事としての外出の機会も

あります。家族と一緒に通院・理髪店・

墓参り等で外出する利用者もいます。

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

管理が出来ない方が多いが、安心の

ために持つお金は家族の承諾を得な

がら所持してもらっている。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

家族からかかってきた電話について入

居者様にとりつぐようにしている。

本人からの訴え時は事務所の電話を

貸している。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

壁等にちぎり絵など入居者様が作成し

て頂いた作品を飾ったりしている。

温度・湿度は１日２回測定し快適な環

境づくりを意識している。

ＥＶ前には、毎月写真を張り替えしてい

る。

各ユニットのエレベーターホールには、

掲示板があり、利用者の月ごとの行事

や外出時の写真を掲示しています。リ

ビングの壁面には、職員と利用者が一

緒に作成したカレンダーや季節を感じ

られる作品などを飾っています。調査

員訪問時には、節分にちなんで、赤

鬼、青鬼をフェルトで作成して飾ってい

ました。また、台所には、炊飯器や電

気ポットなどの生活用品が目に付くと

ころに置いてあり、生活感を感じること

ができます。１階の庭には、しだれ桜

やオリーブの木が植えてあり、気候の

良い時期には、庭先でバーベキューや

お茶を楽しんでいます。庭の手入れ

も、利用者の役割となっています。冬

場の感染予防のために、室温や湿度

管理には気を配っています。湿度管理

には難しさもありますが、加湿器を使

用したり、うがいができるよう玄関入り

口に洗面台を設置し、ほうじ茶でうが

いを励行しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

食事席の配置など気の合う方との交

流が自然と出来るように配置してい

る。交流が偏らないように職員が中に

入り全体的な交流を促している。

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

ベッドやクローゼットなど生活に必要最

小限のものは用意しているが、不足が

あれば使い慣れた物を持ち込んでもら

えるように声かけをしている。

居室入口には表札を掲げてあり、居室

には、ベッド・クローゼット・エアコンを

ホームで用意しています。また、洗面

台も設置されています。居室には使い

慣れた机、椅子、車椅子、テレビ、タン

ス、冷蔵庫、時計、家族の写真、文房

具、カレンダー、ぬいぐるみ等馴染み

の物を持ち込み、落ち着いた雰囲気

で、利用者一人ひとりが安心できる居

場所となっています。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

生活動線を考え居室のレイアウトにつ

いては、入居者様が安全にすごして頂

けるように常に検討しながら、変更して

いる。


